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春
で
す
。
日
中

は
ポ
カ
ポ
カ
と
あ

た
た
か
く
、
眠
気

に
誘
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
朝

の
新
聞
に「
睡
眠
。

そ
ろ
そ
ろ
限
界
？
　

眠
ら
な
い
日
本
人
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
を
発
見
。
読
ん
で
ビ
ッ
ク
リ
。
長

時
間
労
働
、
夜
勤
の
増
加
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
か
ら
日
本
人
の
睡
眠
時
間
は

年
々
短
く
な
り
、
世
界
で
も
１
、
２

位
を
争
う
〝
眠
ら
な
い
国
〞
に
な
っ

て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本
の
大

人
の
平
均
睡
眠
時
間
は
７
時
間
50
分

で
世
界
第
２
位
の
短
さ
。
一
番
よ
く

寝
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
る
と
１

時
間
も
短
く
、
赤
ち
ゃ
ん
は
最
下

位
！ 

子
ど
も
の
睡
眠
時
間
が
短
い

と
、
身
体
の
発
達
遅
れ
、
学
力
低
下

な
ど
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
で
す
。

　
大
人
も
日
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
３
割
以
上
低
下
し
、
そ
の
う
ち
６

割
の
人
が
睡
眠
不
足
な
ど
の
自
覚
症

状
が
な
い
結
果
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
の
多
い
私
と
し
て
は
、

教
育
・
保
育
時
間
の
設
定
な
ど
次
年

度
に
向
け
、
頭
を
悩
ま
せ
る
日
々
。

　
た
っ
ぷ
り
と
睡
眠
時
間
を
取
れ
る

日
が
来
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
頑
張
り

ま
す
。 

（
編
集
委
員
Ｙ
・
Ｔ
）

（金額単位：千円）

事業名 事業内容 H26当初予算額 H27当初予算額 前年増減

施設型給付費等負担金※
　市町村が支弁する民間認定こども園、民間保育所、
小規模保育事業等における運営費用のうち、都道府
県の法定負担分を市町村に交付。
（新たに政令市・中核市分も法定負担）

7,677,193 20,119,858 12,442,665

保育対策総合支援等事業※
　「待機児童解消加速化プラン」に関連する幼稚園
における長時間預かり保育支援事業や認可化移行総
合支援事業（運営費支援）などの事業を実施する市
町村に対し必要な経費を助成。

277,970 294,420 16,450

子ども・子育て支援事業※

　子ども・子育て支援新制度に基づき策定する「子
ども・子育て支援事業計画」により、放課後児童ク
ラブ（運営費補助）や地域子育て支援拠点事業など
の事業を実施する市町村に対し必要な経費を助成。
（新たに政令市・中核市分も法定負担）

3,998,866 5,047,933 1,049,067

保育所等整備事業※
【安心こども基金活用事業】

　待機児童解消のための民間保育所の創設・増築や
老朽施設の改築による環境整備、認定こども園等の
整備を行う市町村に対し必要な経費を助成。

13,185,400 10,493,135 ▲ 2,692,265

子育て支援人材確保事業 　子ども・子育て支援新制度における必要な保育士
を確保するため、潜在保育士の就業を支援。 0 14,317 14,317

地域福祉・子育て支援交付金
　市町村が地域の実情に沿って「地域福祉」、「子育
て支援」及び「高齢」の各分野の事業を実施できる
よう交付金を交付。

1,990,856 1,990,856 0

地域福祉・子育て支援交付金
「子育て支援分野特別枠」

　創設時に５カ年（平成26年度まで）という時限
設定であった左記交付金について、平成27年度よ
り始まる子ども・子育て支援新制度のスタートアッ
プに伴い、激変緩和措置として、市町村子ども・子
育て支援事業計画の達成に向けて引き続き市町村に
交付金を交付。

500,000 300,000 ▲ 200,000

新子育て支援交付金 　市町村における乳幼児医療費助成をはじめとした子
育て支援施策の充実を支援するため、交付金を交付。 0 2,200,000 2,200,000

※の事業の平成26年度予算額は、平成27年度の事業内容に沿って、平成26年度の該当事業予算から積算した額です。

「子ども・子育て支援新制度」施行に合わせ
子育て支援施策を一層充実

　大阪府平成27年度当初予算が可決・成立しました。保育サービスに関連する主な予算を抜粋し報告します。
　子ども・子育て支援新制度及び「大阪府子ども総合計画」の実施に合わせた内容となっています。

大阪府平成27年度当初予算
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先
月
号
１
面
で
掲
載
し
ま
し

た
「
オ
ー
ル
大
阪
の
社
会
福
祉

法
人
に
よ
る
社
会
貢
献
事
業
」

に
つ
い
て
、
事
業
の
２
本
の
柱

の
う
ち
「
生
活
困
窮
者
レ
ス

キ
ュ
ー
事
業
」
は
、
平
成
16
年

度
よ
り
老
人
施
設
部
会
が
実
施

し
て
い
る
事
業
で
す
。
下
記
の

表
は
平
成
25
年
度
の
経
済
的
援

助
の
実
績
で
す
。
実
績
か
ら
各

地
域
に
お
い
て
経
済
的
援
助
の

事
例
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
10
年
間
の
実
績
は
、
４

０
４
４
件
、
３
億
９
７
０
８
万

３
０
０
０
円
で
す
。
保
育
部
会

で
は
定
員
１
人
あ
た
り
１
０
０

０
円
を
特
別
部
会
費
と
定
め
、

同
事
業
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
社
会
貢
献
支
援
員
の
配
置
費

用
・
活
動
費
な
ど
と
し
て
の
拠

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、
府
内
に
社
会
貢
献
支

援
員
が
20
人
在
籍
し
て
い
ま
す

が
、
保
育
部
会
な
ど
が
拠
出
す

る
こ
と
で
30
人
へ
の
増
員
が
可

能
と
な
り
、
施
設
と
社
会
貢
献

支
援
員
の
連
携
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。

10
年
間
で
４
，０
４
４
件
の
経
済
的
援
助

― 

地
域
貢
献
事
業
推
進
委
員
会 

―

各ブロックで
 フォローアップ研修

北
摂
ブ
ロ
ッ
ク

　
３
月
４
日
、
18
日
に
茨
木
市

福
祉
文
化
会
館
で
開
催
。

　
大
阪
府
社
協
・
社
会
貢
献
支

援
員
が
対
応
し
た
事
例
を
も
と

に
事
例
検
討
。
こ
れ
と
は
別
に
、

参
加
し
た
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
が
対
応
し
た
事
例
を
持
ち
寄

り
、
事
例
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

河
内
ブ
ロ
ッ
ク（
八
尾
）

　
３
月
16
日
に
サ
ポ
ー
ト
や
お

で
開
催
。

　
大
阪
府
社
協
・
社
会
貢
献
支

援
員
が
「
老
人
福
祉
施
設
に
お

け
る
社
会
貢
献
事
業
」
の
概
要

を
説
明
し
、
事
例
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

　
久
宝
ま
ぶ
ね
保
育
園
園
長
・

五
十
嵐
宏
枝
氏
か
ら
の
「
保
育

園
に
お
け
る
地
域
貢
献
事
業
」

の
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

河
内
ブ
ロ
ッ
ク（
東
大
阪
）

　
３
月
23
日
に
東
大
阪
市
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

　「
東
大
阪
市
い
き
い
き
ネ
ッ

ト
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
実
践
報
告
及
び
事

例
検
討
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｃ
Ｓ

Ｗ
の
役
割
、
活
動
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
情
報
交
換
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　各ブロックの企画により開催されたスマイルサ
ポーターフォローアップ研修の概要を紹介します。

　今年も10月から実施される平成27年度（第69
回）共同募金運動開始に先立ち、共同募金配分申
請受付を次のとおり開始します。
対 象●大阪府内で行う民間社会福祉事業、更生保
護事業、その他社会福祉を目的とする事業を行
う法人・団体。

受付期間●平成27年５月１日から５月20日まで
問い合せ先●大阪府共同募金会
　TEL.06-6762-8717　FAX.06-6762-8718
MAIL●ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp
　（件名に「配分申請」と明記してください）
URL●http://www.akaihane-osaka.or.jp

赤い羽根OSAKA

【北摂ブロック】
市町村名 件 数 金額（千円）
島本町 0 0
高槻市 10 860
茨木市 8 800
摂津市 9 850
吹田市 26 1,020
豊中市 12 1,010
箕面市 2 170
池田市 6 490
豊能町 3 66
能勢町 1 52
合　計 77 5,318

【南大阪ブロック】
市町村名 件 数 金額（千円）
柏原市 1 10
松原市 21 1,900
羽曳野市 11 430
藤井寺市 9 140
太子町 5 90
河南町 2 80
千早赤阪村 0 0
富田林市 26 860
大阪狭山市 14 850
河内長野市 8 510
合　計 97 4,870

【北大阪ブロック】
市町村名 件 数 金額（千円）
枚方市 5 270
交野市 9 150
寝屋川市 11 550
守口市 5 340
門真市 26 1,020
四条畷市 12 310
大東市 16 1,430
合　計 84 4,070

【泉州ブロック】
市町村名 件 数 金額（千円）
高石市 2 170
和泉市 15 650
泉大津市 12 250
忠岡町 1 100
岸和田市 22 1,620
貝塚市 13 990
熊取町 3 200
泉佐野市 22 1,600
田尻町 0 0
泉南市 6 330
阪南市 11 200
岬町 2 110
合　計 109 6,220

【河内ブロック】
市町村名 件 数 金額（千円）
東大阪市 49 2,620
八尾市 23 670
合　計 72 3,290

【堺ブロック】
市町村名 件 数 金額（千円）
堺市 17 1,130
合　計 17 1,130

【大阪市】
市町村名 件 数 金額（千円）
大阪市 56 4,450
合　計 56 4,450

全体ブロック 件 数 金額（千円）
合　計 512 29,348

本の
紹介

購入をご希望の方は大東わかば保育園まで
FAXにてご連絡をお願いいたします。

大東わかば保育園 山本良一園長が
本を出版されました。

大東わかば保育園　FAX 072-878-4146

共同募金配分申請
のご案内

価格 2,000円
（税、送料込）

大切なことは
みんな
保育園で学ぶ

DVD
付録付
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地域や保護者と
　　いっしょに育つ
老人会との交流、親子遠足、
 食育の取り組み

浦
堂
認
定
こ
ど
も
園
で
は

新
制
度
施
行
に
あ
た
り
、

保
護
者
総
会
、
行
事
、
園
の
お

た
よ
り
な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
、

待
機
児
童
が
多
く
１
号
定
員
は

設
け
な
い
、
名
実
と
も
に
３
歳

以
上
の
教
育
・
保
育
を
行
う
施

設
と
な
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

て
き
ま
し
た
。

　「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
を
す

る
の
か
」
と
の
質
問
に
は
、
小

学
校
教
育
の
前
倒
し
で
は
な

く
、
遊
び
を
中
心
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
学
校
教

育
の
基
礎
を
培
い
、
生
き
る
力

を
養
う
教
育
・
保
育
を
行
う
と

答
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
育
利
用
料
の
徴
収
に
関
し

て
は
、
数
年
前
か
ら
園
児
登
降

第
３
き
ん
も
く
せ
い
保
育

園
は
寝
屋
川
市
の
深
北

緑
地
近
く
に
位
置
し
、
４
月
か

ら
10
人
増
の
定
員
70
人
と
な
っ

た
保
育
園
で
、
前
号
で
紹
介
し

た
第
二
き
ん
も
く
せ
い
保
育
園

の
姉
妹
園
で
す
。

　
地
域
の
老
人
会
と
交
流
を

行
っ
て
お
り
、豆
ま
き
や
ク
リ
ス

マ
ス
で
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち

が
変
装
し
て
参
加
、
餅
つ
き
で

は
力
仕
事
に
一
役
買
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
終
了
後
は
園
児
と

過
ご
し
ま
す
。

　
春
に
は
、
保
護
者
参
加
の
行

事
を
２
つ
行
っ
て
い
ま
す
。
１

つ
は
、
保
育
参
観
で
す
。
初
め

て
園
児
を
預
け
る
保
護
者
も
輪

の
中
に
と
け
込
め
る
よ
う
、

ゲ
ー
ム
や
自
己
紹
介
な
ど
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
が
、
春
の
遠
足
で

す
。
普
通
は
片
道
１
時
間
以
内

を
想
定
し
ま
す
が
、
保
護
者
同

伴
で
行
う
た
め
、
王
子
動
物
園

や
須
磨
水
族
館
へ
の
遠
出
が
可

能
で
す
。
長
時
間
の
道
中
や
到

着
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

も
保
護
者
同
士
が
ふ
れ
あ
う
時

間
を
取
り
、「
親
子
を
一
人
ぼ
っ

ち
に
さ
せ
な
い
（
孤
立
さ
せ
な

い
）」
よ
う
留
意
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
食
育
は
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
調
理
を
委
託
す
る

よ
う
に
な
り
、
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
よ
り
充

実
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
①
食

育
（
大
根
や
竹
の
子
な
ど
の
食

材
を
触
っ
た
り
、
先
生
の
話
を

聞
く
）
②
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
と
う

も
ろ
こ
し
の
皮
む
き
を
し
た
り
、

菜
園
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え

る
）
③
ク
ッ
キ
ン
グ
と
３
パ

タ
ー
ン
あ
り
、
趣
向
を
変
え
て

園
・
保
育
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
個
別
対
応
可
能
な
銀
行

振
替
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
準
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
、

小
学
校
職
員
と
の
懇
談
や
、
学

校
行
事
や
授
業
に
５
歳
児
が
参

加
す
る
な
ど
の
連
携
を
強
化

し
、
小
学
校
で
の
生
活
の
見
通

し
を
も
っ
て
卒
園
で
き
る
よ
う

配
慮
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
子
育
て
支
援
と
し
て
は

こ
れ
ま
で
も
園
庭
開
放
や
地
域

向
け
行
事
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
地
域
の
０
〜
２
歳
児

の
８
割
が
在
宅
で
子
育
て
し
て

い
る
現
状
に
対
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
家
庭
を
訪
問
す
る

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」事
業
を
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
支

援
を
確
実
に
届
け
る
た
め
、
高

槻
市
の
私
立
保
育
園
を
中
心

に
、
ひ
ろ
ば
事
業
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
子
育
て
支
援
セ

０
歳
〜
５
歳
ま
で
が
楽
し
く
親

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
菜
園
は
、
専
門
外
の
こ

と
で
あ
り
、
日
当
た
り
の
悪
さ

も
あ
っ
て「
う
ま
く
育
た
な
い
」

と
嘆
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

日
々
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｊ
・
Ｈ
）

保育園・

認定こども園

をたずねて

513

ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
児

童
委
員
、
地
区
福
祉
委
員
な
ど

も
含
め
た
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
強
化
し
、

虐
待
防
止
や
貧
困
の
連
鎖
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）

新制度に向け、
 ていねいな準備と説明を
ネットワークで
　地域の子育てを支える

高槻市 浦
うらどう

堂認
にんてい

定こども園
幼保連携型認定こども園

寝屋川市 第
だい

３きんもくせい保育園
保育所

思い思いに遊べる園庭と園舎

ジャガイモを植えたり、大根のお話を聞いたり

小学校の授業に参加する５歳児

「おからもち」をクッキング中
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こ
ど
も
園
に
な
り
ま
し
た
。

　「
興
味
や
関
心
か
ら
心
を
動

か
し
学
ぶ
こ
と
が
幼
児
期
の
教

育
で
は
大
切
。
体
験
や
交
流
が

宝
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
語

る
一
木
敬
子
園
長
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
深
い
愛
情
を
感
じ
ま
し

た
。 

（
編
集
委
員
Ｙ
・
Ｔ
）

Ｊ
Ｒ
津
久
野
駅
か
ら
泉

北
２
号
線
沿
い
に
南

東
へ
。
鈴
ノ
宮
保
育
園
は
、
38

年
に
わ
た
り
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
場
」、「
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
を
育
む
場
」
と
し
て
数
年

前
に
建
て
ら
れ
た
新
園
舎
は
、

開
放
感
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
空
間

で
す
。〝
徳
育
・
食
育
・
知
育
・

体
育
〞
を
４
本
柱
に
掲
げ
、
豊

か
な
体
験
を
大
切
に
し
た
保
育

が
展
開
さ
れ
、科
学
あ
そ
び
、音

楽
活
動
、高
齢
者
と
の
交
流
、体

育
教
室
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
食
育
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

じ
ゃ
が
い
も
、
い
ち
ご
な
ど
菜

て
ら
か
ど
保
育
園
は
和
泉

中
央
駅
と
和
泉
府
中
駅

の
中
間
に
位
置
し
、
桜
並
木
と

大
き
な
池
が
近
く
に
あ
る
定
員

１
５
０
人
の
保
育
園
で
す
。
今

年
２
月
に
大
規
模
修
繕
を
終
え
、

30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
建
物
は
創
設
当
時
と
し
て
は

珍
し
い
鉄
筋
２
階
建
て
の
園
舎
。

大
規
模
修
繕
で
、
良
さ
を
残
し

な
が
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
職
員

の
意
見
を
取
り
入
れ
保
育
室
を

改
良
、
家
具
を
木
目
調
へ
一
新
、

防
犯
対
策
を
強
化
、
全
照
明
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
な
ど
、
よ
り
園

生
活
を
楽
し
め
、
か
つ
保
育
を

行
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
の
自
然
に
囲
ま
れ

た
環
境
の
中
で
、
設
立
当
時
か

ら
幼
稚
園
と
同
様
の
教
育
を
目

標
に
音
楽
、
英
語
、
体
育
遊
び
、

ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
活
発
に
行

い
、
姉
妹
園
と
合
同
で
「
器
楽

合
奏
大
会
」
に
参
加
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
健

全
な
成
長
と
と
も
に
創
造
性
や

協
調
性
を
育
成
し
、
将
来
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
適
性
を
知
る

た
め
の
素
地
に
な
る
よ
う
に
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
前
理
事
長
の
飯
坂
辰
一
氏
が

植
え
た
桜
並
木
は
池
の
周
り
を

彩
り
、
地
域
の
桜
の
名
所
と

な
っ
て
お
り
、
４
月
の
入
園
式

に
は
春
の
陽
気
の
な
か
、
桜
の

木
々
が
園
児
を
祝
っ
て
く
れ
て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
緑
に
囲
ま
れ
た
園
で
は
お
花

好
き
な
先
生
も
多
く
、
時
間
を

見
つ
け
て
は
花
々
の
お
世
話
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

園
で
育
て
る
種
類
も
豊
富
で
す
。

　
ま
た
、
一
年
を
通
し
て
行
わ

れ
る
〝
醤
油
作
り
〞
は
本
格
的

で
、麹
と
塩
と
水
で
「
も
ろ
み
」

を
作
り
育
て
て
行
き
ま
す
。
本

来
、
醤
油
作
り
で
行
う
櫂か
い

入い

れ

（
大
き
な
樽
に
入
れ
た
醤
油
を

櫂
で
か
き
回
す
）
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
振
る
こ
と
で
代
用
。
子

ど
も
た
ち
の
手
で
や
さ
し
く
大

切
に
育
て
ら
れ
、
１
年
後 

〝
鈴

ノ
宮
ブ
ラ
ン
ド
醤
油
〞
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
透
き
と
お
る

よ
う
な
醤
油
を
使
っ
て
大
鍋
で

炊
き
出
し
体
験
。
収
穫
し
た
食

材
を
洗
う
、
切
る
、
大
鍋
で
煮

る
…
味
見
も
子
ど
も
た
ち
の
手

で
！
新
鮮
な
食
材
と
醤
油
の
香

り
に
包
ま
れ
、
瞳
を
輝
か
せ
て

大
鍋
を
覗
き
込
む
子
ど
も
た
ち

の
姿
は
微
笑
ま
し
く
、
ま
た
先

生
方
の
想
い
や
願
い
を
感
じ
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
幼
保
連
携
型
認
定

　
地
域
の
緑
の
中
心
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
４
人
在
籍
す
る

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
積
極

的
に
活
動
し
、
地
域
の
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

場
に
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ａ
）

30周年を迎え、
　新たな一歩を踏み出す

すべての学びは
　“体験と経験”から

地域に親しまれ、
　頼られる場所に

最高の思い出を作る
　メモリーメーカーであり続けたい

堺市 鈴
すず　の　みや

ノ宮保育園
幼保連携型認定こども園

和泉市 てらかど保育園
保育所

“鈴ノ宮ブランド醤油”の完成！

子どもたちの笑い声が響く園庭

毎年参加の器楽合奏大会

桜に囲まれた園庭
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まど
Ｂ
Ｉ
と
Ａ
Ｉ
で
の
働
き

方
・
学
び
方
の
変
化

　
２
０
１
５
年
１
月
に
放
送
さ

れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
新
春
Ｓ

Ｐ
」
と
い
う
番
組
の
中
で
、
伊

藤
穣
一
さ
ん
と
山
中
伸
弥
さ
ん

の
対
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
伊
藤
穣
一
さ
ん
は
、
１
９
６

６
年
生
ま
れ
Ｉ
Ｔ
企
業
家
で
Ｍ

Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
所
長
。
山

中
伸
弥
さ
ん
は
１
９
６
２
年
生

ま
れ
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
の
樹
立
で
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
方

で
す
。

　
こ
の
お
二
人
の
対
談
が
と
て

も
刺
激
的
で
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
時

代
Ｂ
Ｉ
と（B

efor Internet
）

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
後
の
時
代

Ａ
Ｉ
（A

fter Internet

）
で

は
、
働
き
方
も
学
び
方
も
違
っ

て
き
た
と
い
う
の
で
す
。
Ｂ
Ｉ

で
は
、
何
か
を
す
る
と
き
に
、

し
っ
か
り
知
識
を
た
め
て
、
準

備
し
て
、
取
り
か
か
る
こ
と
が

必
要
だ
っ
た
が
、
Ａ
Ｉ
に
な
る

と
、
知
識
は
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
携
帯
ひ
と
つ
で
取
り
出
せ

る
。
い
つ
で
も
必
要
な
人
と
情

報
に
つ
な
が
れ
る
時
代
で
は

「
考
え
る
よ
り
行
動
す
る
」こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ

れ
を
伊
藤
さ
ん
は
〝N

O
W
-

ISM

〞（
現
在
主
義
）
と
よ
び
、

自
分
は
「
ナ
ウ
イ
ス
ト
」
だ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

シリーズ●より良い保育士養成のために

保育士養成校・いまどき事情③

学びの変化
大阪城南女子短期大学　松本　敦

　
山
中
さ
ん
の
研
究
ス
タ
イ
ル

で
も
、
分
厚
い
教
科
書
な
ど
読

ま
ず
に
、ま
ず
実
験
を
始
め
る
。

そ
の
中
で
ど
う
し
て
も
必
要
な

こ
と
が
あ
る
時
に
、
そ
こ
だ
け

読
む
。
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
読

ん
で
他
は
無
視
す
る
。
そ
れ
で

や
っ
て
き
た
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。「

学
び
方
を
学
び
」

「
表
現
方
法
と
交
渉
力
」

を
身
に
つ
け
る

　
伊
藤
さ
ん
は
、「
誰
か
に
教
わ

る
、与
え
ら
れ
る
も
の
が
教
育
、

自
ら
求
め
る
の
が
学
び
」
だ
と

言
い
ま
す
。Lerning O

ver 
E
ducation

（
教
育
よ
り
学

び
）
で
す
。
知
識
が
多
い
と
リ

ス
ク
ば
か
り
考
え
て
何
も
で
き

な
く
な
る
、
何
も
変
え
ら
れ
な

い
、
今
ま
で
ど
お
り
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
。
今
、
世
の
中
は
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
動
い
て
い
る

の
で
過
去
の
情
報
で
動
い
て
い

る
と
未
来
に
い
け
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
同
時
に
多
様
な
情

報
が
大
量
に
飛
び
交
う
時
代
で

は
、
正
確
に
伝
え
る
力
、
聞
く

力
が
よ
り
大
切
に
な
る
と
言
い

ま
す
。
つ
ま
り
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

　
大
学
で
「
教
育
」
の
場
に
い

る
と
、
そ
の
古
さ
を
つ
く
づ
く

感
じ
ま
す
。
何
百
年
も
前
と
同

じ
教
室
の
ス
タ
イ
ル
で
の
講
義

風
景
、
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
自
分
た
ち
を
変

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
文
部
科
学
省
は
、「
サ
ー
ビ

ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」（
教
室
外
で

の
学
び
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
）
を

も
っ
と
取
り
入
れ
ろ
、「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」（
自
ら
考

え
学
ぶ
時
間
）
を
増
や
せ
と

言
っ
て
来
ま
す
。
私
の
短
大
で

も
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
た
め
の
教
室
設
備
」
を
掲
げ

る
と
す
ぐ
に
補
助
金
が
つ
き
ま

し
た
。

　
た
だ
、
そ
の
設
備
を
ど
れ
だ

け
の
教
員
が
使
い
こ
な
せ
る
の

か
。
教
員
研
修
が
増
え
て
い
き

そ
う
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
を
変
え

れ
ば
、
使
え
ば
新
し
い
の
か
？ 

そ
う
い
う
問
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
学
生
た
ち
が
ど
う
す

れ
ば
、「
学
び
方
を
学
び
」「
表

現
方
法
と
交
渉
力
（
発
信
と
受

信
）」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
や
は
り
今
ま
で
ど

お
り
で
は
な
い
相
当
の
工
夫
が

必
要
で
し
ょ
う
。

　
幸
い
、
保
育
の
養
成
に
は
、

必
ず
「
実
習
」
と
い
う
現
場
が

つ
い
て
き
ま
す
。
ま
さ
に
、今
、

動
い
て
い
る
場
所
に
飛
び
込
ん

で
い
け
ま
す
。「
考
え
る
よ
り
行

動
す
る
」「
考
え
て
ば
か
り
い
な

い
で
ま
ず
動
く
」
機
会
が
与
え

ら
れ
る
場
で
す
（
も
っ
と
も
、

も
っ
と
し
っ
か
り
考
え
て
か
ら

来
い
と
も
言
わ
れ
そ
う
で
す
が

…
）。 

学
生
た
ち
に
は
、
体
験

し
、
体
感
し
、
よ
う
や
く
何
を

学
べ
ば
い
い
の
か
が
見
え
て
く

る
よ
う
で
す
。

「
ナ
ウ
イ
ス
ト
」

行
動
か
ら
学
ぶ
好
奇
心

　『
ブ
レ
イ
ン
・
ル
ー
ル
』
と
い

う
脳
活
性
化
の
著
者
、ジ
ョ
ン
・

メ
デ
ィ
ナ
博
士
は
脳
を
活
性
化

さ
せ
る
12
の
ル
ー
ル
を
あ
げ

て
、
最
後
の
12
番
目
に
こ
う
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　「
２
歳
の
息
子
と
保
育
園
に

向
か
う
途
中
、
息
子
は
舗
装
道

路
の
中
の
小
石
を
見
つ
け
ま
し

た
。
彼
は
し
ゃ
が
ん
で
小
石
を

調
べ
る
と
う
れ
し
そ
う
な
笑
い

声
を
上
げ
ま
し
た
。
続
い
て
舗

装
道
路
の
割
れ
目
か
ら
伸
び
た

草
を
見
つ
け
る
と
、
そ
っ
と
触

れ
て
笑
い
ま
し
た
。
お
次
は
地

面
に
へ
ば
り
つ
い
て
ア
リ
の
隊

列
の
観
察
で
す
。
虫
を
運
ぶ
姿

に
手
を
た
た
い
て
大
喜
び
、
細

か
な
チ
リ
や
さ
び
つ
い
た
ネ

ジ
、
油
の
シ
ミ
…
15
分
で
進
ん

だ
距
離
は
た
っ
た
６
メ
ー
ト

ル
。

　
私
は
息
子
を
促
し
保
育
園
へ

向
か
お
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
息
子
を
見
な
が
ら
ふ
と

思
っ
た
の
で
す
。
６
メ
ー
ト
ル

を
15
分
か
け
て
歩
い
た
の
は
い

つ
以
来
か
と
。

　
私
に
は
、
脳
を
操
る
究
極
の

ル
ー
ル
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で

も
こ
う
信
じ
て
い
ま
す
。
息
子

か
ら
学
ん
だ
と
お
り
大
事
な
の

は
好
奇
心
だ
と
」。

　
行
動
か
ら
学
ぶ
好
奇
心
、
子

ど
も
は
本
来
「
ナ
ウ
イ
ス
ト
」

だ
っ
た
の
で
す
。学
生
た
ち
も
、

も
っ
と
子
ど
も
か
ら
学
ん
で
ほ

し
い
も
の
で
す
。
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（
先
月
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　
以
後 

計
５
回
に
及
ぶ
炊
き

出
し
支
援
も
最
終
は
三
宮
近
く

の
小お

野の

柄え

小
学
校
で
自
衛
隊
が

来
て
い
て
、
炊
き
出
し
用
の
湯

が
要
る
な
ら
と
声
掛
け
が
あ
っ

た
‼
凄
い
設
備
に
驚
嘆
！ 

流

石
！ 

自
衛
隊
。
最
終
日
で
、仲

間
も
自
薦
他
薦
の
方
々
で
60
〜

70
人
が
居
て
、
中
に
は
高
校
生

の
娘
さ
ん
に
も
支
援
活
動
の
経

験
を
と
参
加
さ
れ
た
方
も
い
た
。

売
れ
筋
は
大
根
・
蒟
蒻
で
、
噂

に
よ
る
と
西
成
か
ら
神
戸
へ
移

動
し
て
い
る
方
々
ら
し
き
姿

も
。 

　
手
透
き
と
な
っ
た
の
で
数
名

と
長
田
区
へ
。
町
は
真
っ
暗
で

未
だ
焼
け
跡
の
臭
い
が
す
る
中

を
見
回
っ
た
。 

　
全
堺
の
園
か
ら
の
仕
込
み
も

数
回
続
く
と
上
手
な
モ
ノ
で
、

３
回
目
辺
り
か
ら
、
私
の
担
当

す
る
お
で
ん
は
、
地
域
の
夏
祭

り
に
は
千
個
以
上
を
仕
込
ん
で

い
る
か
ら
手
慣
れ
た
モ
ノ
。
ひ

と
つ
感
心
し
た
こ
と
は
浜
寺
保

育
園
の
調
理
師
さ
ん
が
、
炊
き

上
が
っ
た
大
鍋
の
大
根
を
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
に
移
す
の
に
、
角
が

潰
れ
た
ら
あ
か
ん
か
ら
と
、
竹

串
頂
戴
。
見
事
に
箱
に
詰
め
ら

れ
た
技
は
お
見
事
！ 

仕
込
み

は
朝
一
か
ら
煮
干
昆
布
の
水
漬

け
、
牛
筋
の
煮
込
み
と
脂
抜
き
、

鶏
ガ
ラ
の
ス
ー
プ
の
下
準
備
は

前
日
に
、
自
園
で
行
っ
た
。
餡

掛
け
ソ
バ
も
同
様
だ
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
く
段
に

な
っ
て
ネ
ッ
ト
で
行
っ
た
場
所

を
探
し
た
が
最
終
日
の
炊
き
出

し
を
行
っ
た
小
学
校
は
別
の
建

物
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　
道
具
は
、
大
カ
ロ
リ
ー
の
熱

源
が
必
要
で
、
バ
ー
ナ
ー
を
５

台
調
達
し
た
。
此
に
掛
か
っ
た

経
費
は
保
育
部
会
に
集
ま
っ
た

約
１
０
０
０
万
の
募
金
か
ら
賄

わ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時

に
も
募
っ
た
が
、
遥
か
に
少
な

い
感
じ
が
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
募
金
収
集
に
は
ひ
と

つ
の
カ
ラ
ク
リ
⁉
が
有
り
、
い

つ
か
そ
の
カ
ラ
ク
リ
を
告
白
致

し
ま
す
。 

　
計
５
回
に
及
ぶ
炊
き
出
し
支

援
に
は
、
多
く
の
保
育
部
会
会

員
の
協
力
を
戴
い
て
成
し
え
た

こ
と
、
名
前
を
出
せ
な
か
っ
た

先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
又
、
近
く
で
斯
様

な
事
変
あ
れ
ば
、
助
け
の
会
を

編
成
し
て
行
き
ま
ひ
ょ
か
。 

　
世
の
中
、
も
ち
つ
も
た
れ
つ
、

狭
い
日
本
。
困
っ
た
ら
助
け
あ

い
が
当
た
り
前
や
‼

　
オ
ー
ル
大
阪
も
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
‼ 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

北
大
阪

　
２
月
24
日
に
太
子
町
立
総
合

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
恒
例
の
年

長
児
卒
園
記
念
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
21
カ
園
か
ら
５
８
２
人
の
園

児
が
参
加
。
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
平

日
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の

保
護
者
の
方
も
応
援
に
来
ら
れ

ま
し
た
。

　
参
加
園
児
数
の
増
加
に
伴
い
、

男
児
・
女
児
・
混
合
の
３
リ
ー

グ
に
分
か
れ
て
の
試
合
と
な
り

ま
し
た
が
、
試
合
中
の
真
剣
な

眼
差
し
、
勝
っ
て
喜
ぶ
姿
、
負

け
て
涙
す
る
姿
な
ど
、
ど
の
園

児
も
子
ど
も
ら
し
い
素
敵
な
表

情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
懸

命
に
ボ
ー
ル
を
追
う
姿
に
は
感

動
が
あ
り
、
観
戦
す
る
保
護
者

や
引
率
の
保
育
士
が
子
ど
も
た

ち
を
応
援
す
る
声
も
次
第
に
大

き
く
な
り
ま
し
た
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
年
々
レ

ベ
ル
が
上
が
り
、
年
長
児
と
は

思
え
な
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
日
常
の
保
育
に
お
い

て
も
、
本
大
会
を
一
つ
の
目
標

に
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
ん
で
い

る
園
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
ク
ラ
ス
の

友
だ
ち
と
協
力
す
る
こ
と
や
、

人
前
で
思
い
通
り
プ
レ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
ず
悔
し
い
思
い
を

す
る
こ
と
な
ど
、
勝
敗
に
関
わ

ら
ず
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
は
か
け
が
え
の
な
い

経
験
を
得
た
と
思
い
ま
す
。

　
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
た
園

児
も
、
残
念
な
が
ら
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
園
児
も
、

大
会
終
了
後
の
記
念
撮
影
で
は

清
々
し
い
表
情
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
保
育
園
生
活
の
良
い

思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。 （
編
集
委
員
Ｒ
・
Ｙ
）

無
理
せ
ず
焦
ら
ず
一
緒
に

考
え
て
い
く
姿
勢
を

―
保
育
士
研
修
会

　
１
月
20
日
、
エ
ル
・
大
阪
で
、

平
成
26
年
度
北
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク

保
育
士
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
講
師
に
臨
床

心
理
士
の
大
畑
豊
氏
を
招
き
、

「
日
頃
の
保
育
現
場
に
お
け
る

特
別
な
支
援
が
必
要
な
保
護
者

及
び
家
庭
支
援
」
と
「
障
が
い

受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
保
護
者

の
段
階
で
は
保
護
者
が
子
ど
も

の
障
が
い
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
場
合
が
多
く
、
ど
こ
で
ど
の

よ
う
な
方
法
で
障
が
い
を
認
知

す
る
か
は
人
に
よ
る
。

　「
早
期
発
見
、療
育
が
良
い
と

さ
れ
て
い
る
が
、
障
が
い
を
認

め
て
い
な
い
中
で
、
専
門
の
機

関
を
保
護
者
に
勧
め
て
も
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
。
今
、
子
ど
も

が
抱
え
て
い
る
問
題
を
伝
え
、

無
理
せ
ず
焦
ら
ず
、
一
緒
に
考

え
て
い
く
姿
勢
が
大
事
で
あ

る
」
と
保
護
者
の
気
持
ち
に
寄

り
添
う
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

の
特
徴
と
し
て

① 

仕
事
が
忙
し
く
て
子
育
て
に

時
間
が
と
れ
な
い

② 

保
育
園
か
ら
の
連
絡
を
守
ら

な
い

③
気
持
ち
が
不
安
定

④ 

ほ
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
し

か
る
こ
と
が
多
い

　
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
家
庭
環
境
が
あ
る
こ
と
。

各
家
庭
の
事
情
を
配
慮
し
、
関

わ
り
方
も
個
々
に
合
わ
せ
た
対

応
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
障
が
い
に
対
す
る

受
容
に
つ
い
て
、
特
に
保
育
園

南
大
阪

熱
戦
の
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て

　
さ
ら
な
る
成
長
を

　
ま
ず
は
保
護
者
と
の
信
頼
関

係
を
大
切
に
し
、
何
事
も
一
緒

に
考
え
て
い
く
こ
と
を
実
践
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
太
陽
保
育
園
Ｋ
・
Ｉ
）熱戦！サッカー大会

二
十
年
前
の
阪
神・淡
路
大
震
災

未
曾
有
の
災
害
発
生
、手
探
り
の
支
援
へ
（
２
）

大畑豊氏

よりみち


